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移動型蓄電装置

スマートＥ ポータブル

BCP・BCM対策における防災・備蓄導入



一般的な車の鉛蓄電池と異なる産業用の制御弁付きを用いた
新しい蓄電池システム「スマートE」

• スマート Ｅ（イー） ポータブルは

「簡単」・・・AC１００V と DC１２V の 電気が使えます！

「安全」・・・自動車バッテリーと異なり、危険ガスが殆ど出ないので室内使用可能

「静穏」・・・作動時には音が殆ど（４０ｄｂ以下＝静かな住宅地・深夜の街中・図書館程度）しません！

「回数」・・・毎回「空」になるまで使用しても３５０回程度使用可能 （非常時使用なら十分！）

「残量」・・・使用中に蓄電量が少なくなれば「赤LEDとアラーム」でお知らせ

「確認」・・・残量ボタンで残量目安がLEDで簡単表示

「充電」・・・自動再充電対応のＡＣ100V 又は 12V自動車からも充電可能

「放電」・・・充電後の保管中も放電はわずか「月３－４％」（※常温で保管の場合）

「緊急」・・・エンストした12V自動車の「ジャンプスタート」にも使用可能

「出力」・・・最大出力1000WのＡＣ100Ⅴ電化製品まで使用可能

「電池」・・・電化製品使用時にも殆ど加熱しません、JIS規格適合品で安全

☆専用のオプション品での以下の機能も追加可能！

「増設」・・・本体背面に１２V鉛バッテリーを繋いで蓄電容量を増量可能（※９頁参照）

「太陽」・・・１２V仕様のソーラーパネルからも充電可能（※１０頁参照）
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スマートＥ ポータブル

• 保証期間は１年間です。

• 防水品ではありません。

• サイズ 幅395mm・奥行313mm・高さ370mm（組立式ハンドル込で965mm）

• 重さ 27.1ｋｇ

• 電化製品使用中は充電禁止（充電と放電を同時にすると電池短寿命化のため、保証外）。

• 医療機器への使用禁止

• 内蔵バッテリーは交換手配可能（弊社指定工場のみ対応）

• 別途有償で保守点検も可能（弊社指定工場のみ対応）

• 内蔵・増設バッテリーの使用可能回数＝交換寿命とは、

世界中の殆どの電池メーカーで

「新品と比べて充電出来る量が７５～８０％以下の電池」を指します。

例：６００Ｗｈの蓄電池が充電しても４５０Ｗｈしか充電・使用できない状態。

※理屈では新品時の５０％＝３００Ｗｈになっても「半分は使える」わけですが、弊社では

十分な電力が使えなければ意味が無いと考え、電池メーカー基準をご案内しています。
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BCP対策としての導入事例 ①

• 西武鉄道㈱の場合

導入場所 ： 本社ビル

導入台数 ： 本体１０台・増設バッテリー１０台

設置場所 ： 業務フロアー内

保管方法 ： 本体・増設バッテリー共に充電しながら保管

使用目的 ： 停電時の７２時間想定の携帯電話／ノートPC電源

スマートE ポータブル 本体 に 増設バッテリーを接続して

合計 蓄電地容量 を ６００ ＋ １４４０Ｗｈ ＝合計２０４０Ｗｈ

ノートPCの電力を20W（時間）で計算すると

※ ２０W＋６Ｗ（AC100V*） × ７２時間 ＝ １８７２Ｗｈ

* 注意 ： AC100Vの電化製品を使用する場合は、スマートＥ

ポータブル本体も１時間に６Wの電力を消費します。
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• 医療製品卸業者様の場合

導入場所 ： 本店・支店 ９箇所

導入台数 ： 本体９台・増設バッテリー９台

設置場所 ： 事務所

保管方法 ： 本体・増設バッテリー共に充電しながら保管

使用目的 ： 非常時の医療関係連絡用「衛星電話」の予備電源

衛星電話はDC12V（シガープラグ）で供給

スマートE ポータブル 本体 に 増設バッテリーを接続して

合計 蓄電地容量 を ６００ ＋ ２４００Ｗｈ ＝合計３０００Ｗｈ

※上記の試算は、DC12V専用プラグを使用した場合です。

旧型の衛星電話で通話時に20W（時間）で計算すると

連続通話 が 最大で １５０時間 （AC100Vでは１１５時間）

最新型衛星電話で通話時に9W（時間）で計算すると

連続通話 が 最大で ３３０時間 （AC100Vでは２００時間）

オプションの増設バッテリーを
使用して長時間の衛星通話

オプションの増設バッテリーを
使用して長時間のパソコン使用



BCP対策 と 日常使用 としての導入事例 ②
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• 防災倉庫の場合

導入場所 ： 横浜市内

導入台数 ： 本体 １台 ・ ソーラーパネル １台

設置場所 ： 防災・用具倉庫

保管方法 ： 屋根に付けたソーラーパネルから充電保管

使用目的 ： 日常は農園用の電動耕運機などへの充電

非常時は照明や、携帯電話の充電・湯沸かし器等

• 都内民間病院の場合

導入場所 ： 都内病院

導入台数 ： 本体４台・ソーラーパネル４台

設置場所 ： 病棟各階

保管方法 ： 本体は定期的に充電しながら保管

使用目的 ： 非常時の入院患者への処置時の照明装置電源

停電が長引いた際には、ソーラーパネルを屋上の

洗濯干し場所に出して、室内のポータブルに充電

※ ソーラーパネルは最大２枚を同時にポータブル１台に充電可能

オプションのソーラー
パネルで充電保管

オプションのソーラー
パネル設置で再充電



保管 使用 再充電
１．付属AC100V充電器を使用する

充電器をコンセントに接続したまま保管が

でき、蓄電池が放電したら自動で再充電

します。（PSE対応済）

※充電中は充電器のLEDは「赤色」完了

すると「緑色」に変わります。

２．定期的に手動で充電
満充電後に充電しないと毎月３－４％が

「放電」します、その分を最低でも３－４ヶ月

毎に専用充電器で定期的に充電

＝別途オプション品での対応＝

３．小型ソーラーパネルで充電保管
保管場所から１０ｍ以内の場所に陽の当た

る窓がある場合は、小型ソーラーパネルを

取り付けて充電

※防災倉庫などの電源の無い場所に最適

※完全放電後の充電には不向きです

４．大型ソーラーパネルで（再）充電保管

大型ソーラーパネルを取り付けて再充電

※完全放電後の再充電は１２Ｖ９０Ｗを使用

した場合で最短約８時間、専用品では最大

で１２V１８０Ｗ（１枚 or ２枚）まで対応。

※ソーラーのケーブル長は注文時に有償で

変更（３－３０ｍ）可能です。
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５．一般の電化製品を使用する
スマートＥ ポータブルの本体側面にある

交流AC100Vスイッチを「ON」にしてから２つ

あるコンセントに電化製品を接続して使用

※使える電化製品の出力合計は１０００W迄

６．シガープラグ型のDC12V電化製品を使用
市販の車と同様の「DC12V」シガープラグが

本体の側面にあります、この部分に、車用の

携帯充電器などを差し込んで充電できます。

＝別途オプション品での対応＝

７．エンストした車のジャンプスタート
本体の背面部分（ハンドル付根部分）に端子

形状の高入出力端子があり、「めネジ」を

取り外して対応ブースターケーブルを使う事

で最大12V150Aで５秒のジャンプスタートが

出来ます。

８．他の鉛12V電池を接続する（増設）
前述の３.で案内した背面の端子に、２２ｓｑ

以上のケーブルを２本使用して他のバッテリ

ーと接続する事で、使用できる蓄電料を増

やすことが出来ます。

※増設バッテリーは弊社指定のバッテリー・充電
器・ケーブルの使用を推奨

９．付属AC100V充電器を使用する
充電器をコンセントに接続したまま保管が

でき、蓄電池が放電したら自動で再充電

します。（PSE対応済）

１０．自動車のシガープラグから充電
停車している車でも、エンジンを掛けた状態

なら充電が出来ます、また、移動中の車内

でも充電しながら移動が可能です。

＝別途オプション品での対応＝

１１．大型ソーラーパネルで再充電保管
大型ソーラーパネルを取り付けて再充電

※完全放電後の再充電は１２Ｖ９０Ｗを使用

した場合で最短約８時間、専用品では最大

で１２V１８０Ｗ（１枚 or ２枚）まで対応。

※ソーラーのケーブル長は注文時に有償で

変更（３－３０ｍ）可能です。

１２．既存の発電機から充電する。
発電機の電力は不安定な機種が多く直接
精密機器には使用できない場合があるの
で、ポータブルへ充電して、室内で安全に
精密機器をご使用になる事ができます。

※DC１２V 又は AC100Vのいずれか



１．付属AC100V充電器を使用する

２．定期的に手動で充電

３－４ヶ月おきに充電器で充電

⇒

３．小型ソーラーパネルで充電保管

４．大型ソーラーパネルで（再）充電保管
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過充電防止
自動再充電

LEDでお知らせ

５．一般の電化製品(1000W迄)を使用する

６．シガープラグ型のDC12V電化製品を使用する

７．エンスト車のジャンプスタートも出来る

各車対応のブースターケーブルを用意下さい

８．他の鉛12V電池を接続する（増設）

本体背面にある赤黒の端子に接続

９．付属AC100V充電器を使用する

１０．自動車のシガープラグから充電

１１．ソーラーパネル（１２Ｖ仕様）で再充電

１２．既存の発電機から充電する

屋外で発電機から充電して室内へ

超硬化パネル
過充電防止
自動再充電

LEDでお知らせ

過充電防止 ・ 自動再充電
LEDでお知らせ ・ 温度補正機能

保管 使用 再充電

推奨バッテリー
1200wh（33kg）
2400wh（66kg）

防災倉庫の屋根設置

防災倉庫の屋根設置



蓄電池の使用・保管に伴う「二つの劣化」について

• 蓄電池は使用＝放電しなくても、内部劣化（通称：経年劣化）します。劣化は通常、蓄電池を保管・使用している
場所の「温度」の影響を受けます。この２つの劣化によって「最大蓄電池容量」が減少します。

• 下表は使用しなくても劣化していく「経年劣化率」の見本表です。

※上記の表から「常温＝２５℃」で保管すると、「４－５年目」がバッテリー交換時期の目安になります。

• また、蓄電池は使用する「量」「回数」でも同様に内部劣化します。 下記はその例です。

※上記の表から、使用回数が「１００回以内」であれば大きな劣化は起こらない事が分かります。

容量が０．６ｋｗｈのポータブル
新品時と比べた最大蓄電値（％）

保管・使用している場所の温度（平均）

５℃ １５℃ ２５℃ ３５℃

導入 １年（１２ヶ月）後の最大値 ９７．５％ ９７．０％ ９５．５％ ９４．０％

導入 ２年（２４ヶ月）後の最大値 ９５．０％ ９４．０％ ９１．０％ ８８．０％

導入 ３年（３６ヶ月）後の最大値 ９２．５％ ９１．０％ ８６．５％ ８２．０％

導入 ４年（４８ヶ月）後の最大値 ９０．０％ ８８．０％ ８２．０％ ７６．０％

導入 ５年（６０ヶ月）後の最大値 ８７．５％ ８５．０％ ７７．５％ ７０．０％

導入 ６年（７２ヶ月）後の最大値 ８５．０％ ８２．０％ ７３．０％ ６４．０％

導入 ７年（８４ヶ月）後の最大値 ８２．５％ ７９．０％ ６８．５％ ５８．０％

容量が０．６ｋｗｈのポータブル
新品時と比べた最大蓄電値（％）

毎回使用する蓄電池の容量（％）

２５％ ５０％ ７５％ １００％

使用 １００回後の最大値 ９６．０％ ９３．０％ ９２．５％ ９２．０％

使用 ２５０回後の最大値 ９２．０％ ８６．０％ ８５．０％ ８３．０％

使用 ３５０回後の最大値 ８８．０％ ８１．０％ ７７．５％ ７５．０％

使用 ５００回後の最大値 ８４．０％ ７４．０％ ７０．０％ ６５．０％

使用１０００回後の最大値 ８０．０％ ６８．０％ ６２．５％ ５０．０％



実際に電化製品を使用出来る最長時間 （２５℃使用）

使用する
蓄電地
容量

ポータブル本体のみ１台
容量 0.6ｋｗｈ（600ｗｈ）

ポータブル本体１台 ＋
増設バッテリー1.2kwh(1200wh)

ポータブル本体１台 ＋
増設バッテリー2.4kwh(2400wh)

使用可能な蓄電池容量 ６００ｗｈ １６００ｗｈ ２６００ｗｈ

ポータブル本体の消費電力 ６W／時間 （ＡＣ１００ＶスイッチをＯＮにした場合）

使用したい電化製品 ３２型テレビ （消費電力１００Ｗタイプ）

時間率
（最大蓄電量÷消費電力）

使用可能電力 約７８％
（６時間率）

使用可能電力 約９５％
（１６時間率）

使用可能電力 １００％
（２０時間率）

実際に使える新品時の
最大電力量

（時間率×使用可能蓄電量）

６００Ｗｈ × ０．７８ ＝

約４６８ｗｈ
１６００Ｗｈ × ０．９５ ＝

約１５２０ｗｈ
２６００Ｗｈ × １．００ ＝

約２６００ｗｈ

導入時100Ｗテレビ駆動時間 ４．５時間 １４．０時間 ２３．５時間

１年後の100Ｗテレビ駆動時間 ４．３時間 １３．４時間 ２２．５時間

２年後の100Ｗテレビ駆動時間 ４．１時間 １２．８時間 ２１．５時間

３年後の100Ｗテレビ駆動時間 ３．９時間 １２．０時間 ２０．５時間

４年後の100Ｗテレビ駆動時間 ３．７時間 １１．２時間 １９．５時間

５年後の100Ｗテレビ駆動時間 ３．５時間 １０．４時間 １８．５時間

６年後の100Ｗテレビ駆動時間 ３．２時間 ９．６時間 １７．５時間

上記の数値は目安です。実際に使用できる量／時間を保証するものではありません。



オプション品
増設バッテリー （基本は２種類：１２００ｗｈ ／ ２４００ｗｈ）

• スマートＥ ポータブルの内蔵バッテリーで電気が不足する場合は、増設バッテリーを

接続する事で、ご使用になる電気（蓄電）量を増やす事が可能です。
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増設するバッテリーは正規オプション品をご使用下さい。
最悪の場合、ご自身の車のバッテリーを代用可能ですが、その後でお車自体

が使用できなくなります。
※ また普通のバッテリーは充電と放電を「１～３回」で２度と再生出来なくなります

また、増設バッテリーへの充電は本体付属充電機では出来ない為、
ディープサイクルバッテリー対応充電器をご購入いただく必要があります。

増設バッテリー対応充電器

１２００ｗｈ・・・（約３３ｋｇ、幅329ｍｍ・奥行172ｍｍ、高さ221ｍｍ）
２４００ｗｈ・・・（約６６ｋｇ、幅500ｍｍ・奥行226ｍｍ、高さ235ｍｍ）

※サイズは予告無しに変更になる場合がございます。
※重量物になります、別途有償で台車もご案内可能です。
※これ以外の１２V電池の容量（６００～２８００Ｗｈ）もご相談承ります。

2400ｗｈバッテリ－

1200ｗｈバッテリ－
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オプション品 各種ソーラーパネルで充電保管や再充電

• 停電長期化時の再度の充電
大型の12V90W(8.5kg)ソーラーパネルを屋上に設置して、延長配
線（オプションで最長３０ｍ＝５階建て程度まで対応可能）を各階
のポータブルに接続して充電保管（過充電は自動防止機能付き）

※空の状態から再度「満充電」に戻すのに最短で

約８時間程度

※追加オプション品「２連ソケット」を使用すれば。。。

ソーラーパネル12Ｖ90Ｗ２枚をポータブル１台に同時充電して
最短「４時間」でポータブル本体に再充電が可能

• 保管倉庫にAC１００Vが無い場合
倉庫に超小型を敷設して充電、倉庫内平均気温が

平均気温が １０℃ の場合 ⇒ １カ月に約２％（１４．４ｗｈ）が自己放電
平均気温が ２０℃ の場合 ⇒ 約４％（２８．８ｗｈ）が自己放電
平均気温が ３０℃ の場合 ⇒ 約６％（４３．２ｗｈ）が自己放電
平均気温が ４０℃ の場合 ⇒ 約８％（５７．６ｗｈ）が自己放電

ソーラーパネル は 推奨３種類で１ヶ月間に充電出来る「想定最低値」は
※一日の日照平均時間を４時間で計算した場合

○ ソーラーパルス ２Ｗ（ＳＰ－２） ・・・ ３０．０ｗｈ
○ ソーラーパルス ５Ｗ（ＳＰ－５） ・・・ ４２．０ｗｈ
○ ソーラーパネル ９０Ｗ（１２Ｖ９０Ｗ） ・・・ ８６０．０ｗｈ

12V90Wの設置例
（自然放電・使用後の充電用）




